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へ

テ
ン
ト
の
張
り
方
を
習
っ
た
あ
と
、
実
際
に
自
分
た
ち
だ
け
で
張
り
ま
し
た

盆

　

休

　

み

8
月
1
4
・
1
5
日
は
、
盆
休
み
の

た
め
役
場
は
業
務
を
休
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

戦
没
者
遺
族
の

特
別
　
弔
慰
金

支
給
法
が
改
正

テントの張り方ってむずかしいなァ

地区子ど　も　会リ　ー　ダ　ー研修会

意識をつくることを目的として行なわれました。

この日9時すぎから集まった少年たちは、フォーク

ダンス・歌唱指導などを受けたあと、弓道場でテント

の張り方を習うなど、びっしりとつまったスケジュー

ルにも疲れを見せず、たのしく指導・研修を受けてい

ました。

7月25日、地区子ども会のリーダー研修会が開かれ

ました。

これは、地区における子ども会を自主的な活動とし

てもりあげていくために、その地区のリーダーを養成

し、知識や技術を身につけさせるとともに、共同生活

の中でお互いの協調性を養い、友情にむすばれた仲間

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、
次
の
ご
遺

族
に
特
別
弔
慰
金
二
十
万
円
（
国
債
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
、
前
回
の
特
別
弔
慰
金
（
三
万
円
）

受
給
者
ま
た
は
、
同
噸
位
者

二
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後
の

戦
没
者
の
遺
族
で
、
昭
和
五
十
年
四

月
一
日
現
在
遺
族
年
金
等
受
給
者
が

な
い
こ
と

三
、
日
華
事
変
中
の
戦
没
者
の
遺
族

で
、
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
現
在
遺

族
年
金
等
受
給
者
が
い
な
い
こ
と
。

遺
族
の
範
囲
、

配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹
お
よ
び
、
弔
慰
金
を
受

給
し
た
叔
父
母
な
ど
（
受
給
し
た
と
み

な
さ
れ
る
者
を
含
む
。

請
求
期
限
　
昭
和
5
3
年
3
月
3
1
日

ｉ

ｒ

も

ｕ

ク

も

ｕ

ク

も

ヵ

Ｔ

ｈ

、

〃

・

、

正
午
に
は
黙
と
う
を

全
国
戦
没
者
追
悼
式

八
月
十
五
日
に
日
本
武
道
館
で
、
政

府
主
催
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

式
典
当
日
の
正
午
に
、
戦
没
者
に
対

す
る
黙
と
う
が
全
国
同
時
に
行
な
わ
れ

ま
す
。
水
巻
町
で
も
正
午
に
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
合
わ
せ

一
分
間
の
黙
と
う
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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暴力追放対策特別委員会
1：・う悪祇已

暴

力

は
許
す
な
　
出
す
な

見
　
の
　
が
　
す
　
な

ど

ん

な

小

さ

な

こ

と

で

も

ｉＩ患：童

各
地
で
相
次
い
で
暴
力
抗
争
事
件
が

起
き
て
い
ま
す
0
　
こ
の
た
め
町
議
会
で

も
暴
力
追
放
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
住
民
が
安
心
し
て
住
め
る
町
を
、

と
、
立
ち
あ
が
り
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
一
こ
の
運
動
を
具
体
化

す
る
た
め
折
尾
警
察
署
な
ど
関
係
者
を

集
め
暴
追
運
動
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。

．
こ
の
結
果
、
第
一
次
事
業
活
動
と
し

て
、
各
家
庭
に
暴
力
追
放
に
関
す
る
ち

ら
し
を
配
布
す
る
。
ス
テ
ッ
カ
ー
を
町

内
の
各
事
業
所
・
学
校
・
病
院
・
集
会

所
公
民
館
・
店
舗
な
ど
に
配
布
、
ま
た

「
暴
力
追
放
宣
言
の
町
」
の
広
告
塔
を

た
て
る
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

手
口
も
巧
妙
に

警
察
署
の
調
べ
で
は
、
最
近
の
暴
力

団
の
手
口
も
、
巧
妙
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
ゆ
す
り
や
た
か
り
の
た
め
の
執
よ

う
な
い
や
が
ら
せ
は
、
被
害
者
に
対
し

精
神
的
に
ま
い
ら
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
被
害
者
の
弱
み
に
つ
け
こ
む
ケ

ー
ス
も
多
い
よ
う
で
す
。

暴
力
団
を
撲
滅
す
る
ば
は
住
民
一
人

一
人
の
勇
気
と
協
力
が
必
要
で
す
。
勇

気
を
も
っ
て
ど
ん
な
小
さ
な
暴
力
で
も

警
察
署
に
届
け
出
ら
れ
る
よ
う
お
願
い

が

届
　
け
　
出
を

し
ま
す
。

ま
た
、
警
察
署
で
は
情
報
提
供
者
の

名
前
は
で
き
る
だ
け
極
秘
に
し
、
あ
と

に
被
害
を
う
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

防

犯

組

合

も

決

議

「
小
暴
力
被
害
届
」
の

封
筒
を
全
戸
に
配
布

町
防
犯
組
合
は
、
七
月
二
十
二
日
江

藤
一
正
町
議
会
暴
力
追
放
特
別
委
員
長

お
よ
び
折
尾
警
贋
署
防
犯
課
長
の
同
席

を
求
め
て
、
理
事
会
を
開
き
ま
し
た
。

理
事
会
で
は
、
規
約
の
一
部
改
正
、

役
員
選
出
の
あ
と
暴
力
追
放
運
動
推
進

に
つ
い
て
、
江
藤
委
員
長
、
折
尾
署
の

防
犯
課
長
の
説
明
報
告
を
う
け
、
防
犯

組
合
と
し
て
の
活
動
と
し
て
次
の
こ
と

を
決
め
ま
ん
た
。

一
、
「
移
動
警
察
署
」
を
全
町
民
を
対

象
に
開
く
予
定
で
す
が
、
日
程
に
つ

い
て
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま

た
こ
の
時
は
、
．
住
民
か
ら
の
要
望
な

ど
を
話
し
合
い
ま
す
。

二
、
折
尾
署
あ
て
の
「
小
暴
力
被
害
届

出
」
の
封
筒
を
全
戸
に
配
布
し
、
勇

気
を
も
っ
て
ど
ん
な
小
さ
な
暴
力
事

件
で
も
届
出
る
こ
と
を
徹
底
さ
せ

る
。

三
、
各
区
で
地
区
防
犯
組
合
の
組
織
づ

く
り
を
推
進
し
、
防
犯
運
動
の
推
進

態
勢
を
確
立
す
る
。

決
議
　
町
の
工
事
指
名
業
者
か
ら
暴
力

団
関
係
者
及
び
常
習
者
は
除
外
す
る

こ
と
を
町
に
要
請
す
る
。

ま
た
、
下
請
業
者
に
も
こ
の
よ
う

な
者
を
除
外
す
る
よ
う
全
指
名
業
者

に
申
し
入
れ
る
。

な
お
、
組
合
の
役
員
構
成
は
次
の
と

盲
業
委
員
決
る
‥

水
巻
町
農
業
委
員
会
で
は
、
前
委
員

の
任
期
が
満
了
と
な
っ
た
た
め
、
改
選

の
た
め
に
立
候
補
受
付
け
を
行
な
い
ま

し
た
が
、
農
業
委
員
十
七
名
の
う
ち
、

選
挙
で
選
ば
れ
る
十
一
名
の
定
員
に
対

し
、
立
候
補
者
十
一
名
と
同
数
で
し
た

の
で
、
公
職
遠
挙
法
百
条
に
よ
り
無
投

票
で
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
七
月
二
十
二
日
に
新
委
員
で

初
会
議
が
開
か
れ
新
役
員
が
決
ま
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
（
敬
称
略
）

氏
　
名
　
　
任
所
　
選
出

会
　
長
　
森
安
正
義
　
二
　
　
選
挙

副
会
長
　
井
地
層
江
　
古
賀議

会
・
学
識

福
岡
県
農
業
会
議
こ
ち
議
員

小
田
大
吉
　
　
机
　
　
選
挙

農
地
部
会
長峯

浦
定
彦
　
古
賀

農
協
学
識

お
り
で
す
。

組
合
長

副
組
合
長

ケル
・

会
計
監
査

ク

幹
　
事

理
　
事

事
務
局

ｒ
加
納
　
弘

吉
田
　
喬

高
橋
次
生

山
下
　
勝

中
島
裕
次

新
川
勝
己

樋
口

下
二

鯉
口
区

頃
末

高
松
区
．

梅
ノ
木
区

農
地
部
委
員

広
川
正
美
　
二

ク
　
松
尾
金
平
　
下
二

…
畿
青
い
絹
ノ
土

ク
　
吹
田
弘
利
　
伊
左
座

ク
　
原
田
数
定
　
猪
熊

ク
　
森
安
正
義
　
二

〃　　ク　選

〃　　挙

各
地
区
の
防
犯
組
合
長

各
区
の
区
長

役
場
内
（
今
井
）

〃
　
井
地
直
江
　
古
賀

〃
　
小
田
大
吉
　
机

農
政
部
会
長

吉
田
喬
　
下
二
　
議
会
・
学
識

農
政
部
委
員

森
安
一
朋
　
二
　
　
〃

〃
　
白
石
磯
久
男
　
吉
田
ノ
一
　
〃

〃
　
井
上
　
毅
　
古
賀
　
選
挙
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ー
差
　
別
　
の
　
な
　
い
　
胆
　
る
　
い

同
和
問
題
を
正
し
く
認
識
し
よ
う
　
ル

解
放
運
動
と
融
和
対
策

前
回
述
べ
た
情
勢
の
中
で
政
府
は
、

全
国
部
落
調
査
を
行
な
う
と
と
も
に
、

九
年
に
新
設
さ
れ
た
社
会
局
の
諮
問
機

関
で
あ
る
社
会
事
業
調
査
会
の
答
甲

「
部
落
改
善
要
綱
」
を
採
択
し
て
行
政

方
針
を
確
立
し
た
。

こ
の
と
き
、
従
来
の
部
落
改
善
を
第

一
と
す
る
改
良
主
義
か
ら
差
別
撤
廃
に

重
点
を
置
く
融
和
主
義
の
方
向
へ
と
転

換
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
融
和
運
動
に
対
抗
し
て

大
正
十
一
年
京
都
で
全
国
水
平
社
の
創

立
大
会
が
開
か
れ
た
。
近
畿
地
方
を
中

心
に
中
国
、
九
州
、
四
国
、
関
東
、
中

部
の
各
地
方
の
同
和
地
区
代
表
約
二
千

名
が
参
集
し
、
公
会
堂
に
み
な
ぎ
る
悲

壮
な
感
激
と
異
常
な
興
奮
の
中
で
、
人

権
宣
言
と
も
い
う
べ
き
全
国
水
平
社
結

戊
の
宣
言
が
発
表
さ
れ
、
次
の
よ
う
な

運
動
方
針
の
大
柵
を
示
す
綱
領
が
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

一
、
我
々
特
殊
部
落
民
は
、
部
落
民
自

身
の
行
動
に
よ
っ
て
絶
対
の
解
放
を

期
す
。

一
、
我
々
特
殊
部
落
民
は
、
絶
対
に
経

済
の
自
由
と
職
業
の
自
由
を
社
会
に

要
求
し
、
以
っ
て
獲
得
を
期
す
。

一
、
我
等
は
人
間
性
の
原
理
に
覚
醒
し

人
類
最
高
の
完
成
に
向
っ
て
突
進

す
。

全
国
水
平
社
は
、
改
良
主
義
の
部
落

改
善
で
は
な
く
完
全
な
解
放
を
目
ざ
し

協
調
的
な
融
和
主
義
で
は
な
く
、
差
別

撤
廃
の
た
め
斗
争
す
る
自
主
的
団
体
と

し
て
発
足
し
た
。

こ
れ
は
融
和
団
体
と
根
本
的
に
異
な

る
性
格
で
あ
る
。
こ
の
全
国
水
平
社
の

運
動
は
燈
原
の
火
の
ご
と
き
勢
い
で
全

町

　

を

Ｔ

ｌ

目
的
は
拡
が
り
、
「
孜
々
に
対
し
蔵
多

及
び
特
殊
部
落
民
の
言
行
に
よ
っ
て
侮

辱
の
意
思
を
表
一
不
し
た
る
時
は
徹
底
的

糾
弾
を
為
す
」
と
い
う
大
会
決
議
が
点

践
に
う
つ
さ
れ
た
た
め
、
初
期
の
段
階

に
お
い
て
一
面
で
は
反
社
会
的
現
象
も

あ
ら
わ
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

け
れ
ど
も
他
面
に
お
い
て
、
同
和
地

区
住
民
の
基
本
的
人
権
に
関
す
る
自
覚

を
高
め
た
こ
と
、
部
落
差
別
の
不
合
理

性
に
つ
い
て
の
社
会
的
認
識
を
普
遍
化

し
た
こ
と
な
ど
、
水
平
社
運
動
が
果
し
、

た
役
割
は
大
き
か
っ
た
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

昭
和
五
、
六
年
に
我
が
国
農
村
を
襲

っ
た
農
業
恐
慌
に
対
処
す
る
た
め
、
政

府
は
時
局
国
救
対
策
を
実
施
し
た
が
、

そ
の
際
、
同
和
対
策
の
応
急
施
策
と
し

て
貧
困
な
地
区
農
民
を
救
済
す
る
事
業

が
行
な
わ
れ
た
。
そ
れ
が
契
機
と
な
っ

て
、
従
来
の
観
念
的
な
融
和
運
動
か
ら

自
覚
更
生
の
経
済
施
策
に
重
点
を
お
く

一

運
動
へ
と
発
展
し
た
。
昭
和
十
一
年
度

を
起
点
と
す
る
「
融
和
事
業
完
成
十
ケ

年
計
画
」
な
る
も
の
が
立
案
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
従
来
、
無
計
画
で
あ
っ

た
同
和
対
策
に
総
合
、
統
一
性
と
計
画

性
と
を
与
え
た
と
い
ヶ
意
味
で
、
画
期

的
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
政
府
は
、
そ
の
計
画
を
全
面

的
に
採
用
す
る
予
算
措
置
を
講
じ
な
か

っ
た
の
で
、
せ
っ
か
く
の
計
画
も
中
途

半
端
に
お
わ
り
、
や
が
て
太
平
洋
戦
争

の
勃
発
に
よ
り
、
同
和
対
策
は
戦
争
政

策
の
犠
牲
に
さ
れ
、
険
し
い
時
局
の
暗

闇
の
中
に
理
没
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
と
同
時
に
、
中
央
融
和
事
業
が
指
導

す
る
融
和
運
動
も
ま
た
次
第
に
、
国
家

主
義
、
軍
国
主
義
の
傾
向
を
強
め
、
戦

争
目
的
に
噸
応
す
る
国
民
精
神
総
動
員

運
動
の
一
翼
と
化
し
、
本
来
の
目
的
と

役
割
と
を

喪
失
し
て

クク〃ケ〃ク

高
松
秋
生

大
場
寿
基
碓

入
江
次
夫

森
安
正
義

井
地
直
江

小
田
大
吉

0

0

　

月

猪
熊ク

議
会
・
学
識

立
屋
敷
　
選
挙

二

　

　

　

．

古
賀

机

心
配
ご
と
相
談
日

8
月
の
心
配
ご
と
相
談
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た

く
守
ら
れ
ま
す
。

◇
8
月
1
8
日
　
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

8
月
2
6
日
　
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

◇
場
所

水
巻
町
民
会
館
日
本
間

い
っ
た
の

で
あ
る
。

那脚チ

救急車の利用は正しく

救急車を利用できるのは、次の場合に限ら
れます。正しくご利用ください。

0　交通事故、その他の災害による事故、ま

たは多数の人が出入りする場所で発生した
事故

0　屋内で起きた事故で、傷病者を医療機関
などに速く搬送する手段がない場合

0　原則として郡外の病院には搬送しないこ
とになっています

0‘タクシ∵代りのような利用はできません
救急の通報のしかた

局番なしの119番（水巻町からは691・0119）

を回すと消防署の通信室にかかります。

おちついてまず、事故の発生した場所をわ
かりやすく、目標があればその目標をいって
ください。
たとえば

00町××番地（目標があれば）00学校
裏側、交通事故で単車と自動車の接触事故。
なお、けが人2人（容体をくわしく）

このような噸序でおちついて正しく知らせ
ましょう。また消防署員が確認するまで電話
は切らないようにしてください。

※管内火災救急発生状況　Ｓ50．1．1－Ｓ50．6．30まで
（）内6月分）

巻水

水　を．た　いせつ　に
節水に　ご協力　く　ださ　い

最近水道の使用量が増加していま

す。特に夕方5時以降10時までは、

急激な水の使用量により各所で水圧

の低下、一時断水が生じていますの

で、節水にご協力ください。



賢Ｊ

骨
名
簿
を
お
い
て
い
ま
す
の
で
、
心
あ

た
り
の
あ
る
方
は
、
こ
の
名
簿
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

礼

肌Ｍｌ刷　昭和50年8月10日棚ｍ酬酬甘Ⅲｌ冊Ⅲ脚冊酬冊Ⅲ酬1肌ｕｉｌⅢ

ご
　
み
　
の
収
集

盆

は

お

休

み

8
月
1
5
・
1
6
日
は
盆
休
み
の
た
め
、

ご
み
の
収
集
は
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
1
8
日
か
ら
は
平
常
通
り
収
集

し
ま
す
。

ま
た
、
粗
大
ご
み
を
出
さ
れ
る
と
き

は
事
前
に
役
場
衛
生
係
に
電
話
で
申
込

み
く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
な
い
と
き
、

収
集
を
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

健

　

康

　

診

　

断

結
果
は
個
人
に
通
知

7
月
1
4
日
か
ら
1
8
日
ま
で
に
行
な
い

ま
し
た
成
人
病
検
診
と
結
核
健
康
診
断

の
結
果
で
、
精
密
検
査
を
必
要
と
さ
れ

る
万
に
は
、
8
月
1
0
日
以
降
に
個
人
あ

て
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

犬
の
予
防
注
射
は

早
目
に
済
ま
せ
て

先
に
行
な
っ
た
狂
犬
病
の
予
防
注
射

を
、
ま
だ
受
け
さ
せ
て
い
な
い
万
は
、

頃
末
の
保
健
所
か
、
芦
屋
町
山
鹿
の
野

中

病

院

（

審

0

9

3

・

2

3

・

0

3

6

6
）
で
早
目
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
戯

い
し
ま
す
。
（
登
録
料
・
予
防
注
射
代

と

も

で

6

5

0

円

）

夏
草
の
除
草
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

梅
雨
時
期
の
雨
の
た
め
、
．
各
地
で
雑

草
が
の
ぴ
て
い
ま
す
。

宅
地
や
田
畑
な
ど
の
空
地
を
所
有
さ

れ
て
い
る
方
は
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ

ソ
ウ
な
ど
の
夏
草
の
除
草
に
ご
協
力
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
各

駐
在
区
で
共
同
作
業
を
さ
れ
る
と
き
な

ど
、
草
刈
機
が
必
要
な
と
き
は
。
役
場

衛
生
係
か
ら
貸
出
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

福
祉
年
金
受
給
者
に

高
利
率
の
郵
便
貯
金

原
　
爆
　
供
　
養
　
塔

納
骨
遺
族
の
調
査

今
年
は
被
爆
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す

が
、
い
ま
だ
に
平
和
公
園
内
の
原
爆
供

養
塔
に
は
、
氏
名
な
ど
が
判
明
し
な
が

ら
遺
族
の
わ
か
ら
な
い
遺
骨
を
一
、
六

一
五
柱
安
置
し
て
い
ま
す
。

広
島
市
で
も
、
遺
骨
が
ご
遺
族
の
も

と
に
一
日
で
も
早
く
帰
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
遺
族
の
調
査
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。役

場
厚
生
課
に
も
、
原
爆
供
養
塔
納

郵
便
局
で
は
、
福
祉
年
金
な
ど
の
受

給
者
に
対
し
て
高
利
率
の
定
期
郵
便
貯

金
を
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
方

老
齢
・
障
害
・
母
子
・
準
母
子
福

祉
年
金
・
老
齢
特
別
給
付
金
・
特
別

児
産
扶
養
手
当
（
特
別
福
祉
手
当
を

含
み
ま
す
）
。
腐
爆
被
爆
者
の
特
別

手
当
お
よ
び
管
理
手
当
の
支
給
を
受

け
ら
れ
て
い
る
万

○
預
け
ら
れ
る
金
額
一
人
五
十
万
円

ま
で

○
貯
金
利
率
　
年
十
パ
ー
セ
ン
ト

○
取
扱
い
期
間
　
五
十
年
六
月
二
十
三

日
～
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

○
申
込
み
は
郵
便
局
を
あ
ら
か
じ
め
一

局
決
め
て
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

香
典
返
し
と
し
て
次
の
万
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
あ
っ
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

み
ず
ほ
団
地

故
十
亀
俊
博
殿
　
十
亀
喜
久
子
殿

故
平
田
巌
式
殿
　
平
田
　
保
殿

猪
熊故

原
田
路
子
殿
　
原
田
博
喜
殿

頃
末故

富
田
チ
ヨ
殿
．
徳
王
正
起
殿

上
二故

藤
崎
清
己
殿
　
藤
崎
キ
ヌ
エ
殿

8月の

し尿汲取予定

1日　猪熊・頃末

2日　猪熊・頃末
4日　樋口・唐熊県住・吉田片山・ぬめり石

5日　樋口・御輪地・卑近・鯉口

6日　う月・古賀・垣添・中央区

7日　机・古賀・緑風園・中央区・高松区・

三ツ頭区

8日　頃末（6・11・14区）・川端商店街・

吉田県道筋・高松区・三ツ頭区

パ　9日　川端商店街・上二・下二・立屋敷・伊
左座・高松区・三ツ頭区・頃末（15・

18・25区〕

頃末（6・11・14区）・苫田本村・車
道

猪熊・大橋・上二町住・下二町住・宮

ノ下

樋口・机

吉田団地
梅ノ木区・吉田団地

頃末（6・11・14区）・吉田団地

猪熊町住・苫田団地・松栄荘・美吉野

・頃末（15・18・25区）
古賀県住・上二・下二・伊左座・松栄

荘・吉田本村・机社宅・頃末（15・18

・25区）・美吉野

上二・下二・伊左座・吉田本村・松栄

荘・美吉野・頃宋（15・18・25区）

古賀区
古賀・う月・古賀区

梅ノ木区・古賀区・みずほ

樋口・古賀・頃末（6・11・14区）・
鯉口区・みずほ・下二幼稚園通り

猪熊・鯉口区・下二幼稚園通り
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≧　30日　猪熊・鯉口区

ニＩｌｌｍｍｔ川ｌｍｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｍｔｍＨｎｕＨＨｌｌｔｌＨＭｌｌｔｌｌｌｌｌｌｔｌｌＨｔｔｌｌｔｌＭｌｌｔｔｌｌｌｔＭｍＭ…－1ニ

日　曜　在　宅　医

8月10日　村田医院　内・児科　頃末　691・0745

17日　中村医院　内・児科　下二　691・5820

‘24日　有留医院　内・児科　吉田　691・1394

31日　長谷川医院　眼　　科　樋口　691・1017

診察時間は9：00－17：00、ノ原則として往診はいたしま

せん。

火
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